
春日市立白水小学校  隅 悠太 

 

〇本時の指導目標（単元構造図と整合性を図る。） 

・相手に気付かれないように工夫しながら、味方にボールを手渡しすることができるようにする。（知識及び技能） 

・ボールを持っている人とボールを持っていない人の役割を踏まえた作戦を選ぶことができるようにする。 

（思考力、判断力、表現力等） 

〇学習の展開（学習指導過程） 

 
学習内容・活動 

指導上の留意点・ 

★評価規準（評価方法） 
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１ 本時のめあてを話し合う。 

（１） 準備運動をする。 

  

 

 

（２） 前時学習を振り返り、本時のめあてを確認

する。 

〇 ボール操作の技能向上を目指してボール回しをさ

せたり、相手をかわしたり空いているスペースを見つ

けて走り込む動きを身に付けさせるためにしっぽ取

りゲームをさせる。 

〇 本時の見通しをもたせるために、ボールを渡すふり

をするモデル動画を見せて、得点するために様々な作

戦があることを知らせる。 
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２ チームで話し合いながら作戦を選んで練習し、

ゲームで実践する。 

(1)チームで作戦を選んで練習する。【ﾁｰﾑﾐｰﾃｨﾝｸﾞⅠ】 

A１回渡す作戦  B２回渡す作戦 C 渡すふり作戦 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)ﾁｰﾑで練習した作戦を使ってｹﾞｰﾑを行う。【ｹﾞｰﾑⅠ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)ｹﾞｰﾑを振り返り、作戦を選んで練習する。 

【ﾁｰﾑﾐｰﾃｨﾝｸﾞⅡ】 

 

 

(4)ﾁｰﾑで練習した作戦を使ってｹﾞｰﾑを行う。 

【ｹﾞｰﾑⅡ】 
 

 

〇 作戦を選んで練習に取り組むことができるよ

うに、本時までの作戦をカードにして提示する。 

〇 全員の動き方が明確になるように、「いつ」、

「どこで」、「だれが」という視点で話し合うこと

を確認する。 

〇 作戦や戦術を交流しチーム内で共有できるよ

うに、絵、図、ボード、マグネットなどを準備す

る。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 チーム内での協働的な姿が増えるようにする

ために、チーム内で声を掛け合っている姿や、新

しい動きに挑戦しようとする姿を称賛する。 

★ ボールを持っている人とボールを持っていな

い人の役割を踏まえた作戦を選んでいる。（チー

ムミーティング、ゲーム中の様相観察） 
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４ 本時学習を振り返る。 

 

〇 作戦通りに動くことができた喜びや、チーム

で活動する楽しさを感じることができるよう

に、本時学習で選択した作戦や、自分やチームの

姿について振り返る。 

★ ボールを持っている人とボールを持っていな

い人の役割を踏まえた作戦を選んでいる。（振り

返りの内容、発言等） 

一
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めあて チームで選んだ作戦を成功させて、たくさん得点しよう。 


